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議　　　　　事 委員の意見 付記

１　令和７年度 大阪府藤井寺
保健所事業の概要について

なし

２　保健所の災害時対応につ
いて

なし

３　生活衛生室の専門的な業
務について

なし

４　その他

　災害時に保健所は保健医療福祉ニーズ等の情報収集を
行うとの説明があったが、災害時の個別の医療機関の情
報について、災害の影響で医療機関の通信機能が使用で
きない場合、どのように収集するのか。

議題２についての質疑

　医療機関の通信機能が使用できない場合は、保健所
が無線電話等で入手した情報をＥＭＩＳに代行入力する
形で収集することになる。また各市医師会において、地
域の医師等の被災情報等を集約いただき、そこから情
報を収集するという手段も想定している。
　ＥＭＩＳへの入力については、スマートフォンからの入
力など、平時からさまざまな入力訓練を行うことで、発
災時に対応できるようにしている。

出席者
日　時令和８年度

第１回

保健所の回答

（１）企画調整課業務について
（２）地域保健課業務について
（３）衛生課業務について
（４）薬事課業務について
（５）検査課業務について

議事の要点

協　議　会
役　員　名

藤 井 寺 保 健 所 運 営 協 議 会 開 催 結 果 報 告 書

　　　令和８年６月２３日（火）

災害時の保健医療福祉活動に係る体制の整備状況と
大阪府・保健所における災害時対応についての説明

生活衛生室を構成する衛生課、薬事課、検査課のそれぞ
れの業務内容の紹介


